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平成 26年 12月 16 日 

各  位 

会 社 名 北野建設株式会社 

代 表 者 名 代表取締役会長兼社長 北野 貴裕 

（コード番号１８６６ 東証第一部） 

問 合 せ 先 管理本部経理部長   塚田 美一 

（TEL 03-3562-2331） 

業績予想の修正に関するお知らせ 

当社は、平成 26年 9 月 2日に公表した平成 27年３月期（平成 26 年 4月 1日～平成 27年 3月 31日）

の通期業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

記 

１． 通期業績予想の修正 

 

(1) 平成 27年３月期 連結業績予想数値の修正（平成 26 年４月１日～平成 27年 3月 31 日） 

（単位：百万円）  

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
(平成 26年 9月 2日発表) 

75,000 2,600 2,700 1,500 24円 11銭 

今回修正予想（Ｂ） 75,000 3,800 3,900 2,000 32円 15銭 

増減額（Ｂ－Ａ） ― 1,200 1,200 500   

増減率（％） ― 46.2 44.4 33.3   

（ご参考）前期実績 
（平成 26年 3月期） 

70,685 2,301 2,563 2,403 38円 62銭 

(2) 平成 27年３月期 個別業績予想数値の修正（平成 26 年４月１日～平成 27年 3月 31 日） 

（単位：百万円）  

 売上高 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
(平成 26年 9月 2日発表) 

71,000 2,500 1,400 22円 45銭 

今回修正予想（Ｂ） 71,000 3,800 1,900 30円 47銭 

増減額（Ｂ－Ａ） ― 1,300 500  

増減率（％） ― 52.0 35.7  

（ご参考）前期実績 
（平成 26年 3月期） 

68,491 2,268 1,047 16円 78銭 

 
 
 



-2- 

 
２．修正の理由 

(1) 連結業績予想 

主に下記の個別業績予想の要因によります。 

(2) 個別業績予想 

当社が販売用不動産として保有していたｱﾊﾟｰﾄﾒﾝﾄﾊｳｽ（所在地：ﾆｭｰﾖｰｸ市）の売却などによる

増加要因と、計画に対する民間建築工事の減少、今後の工事原価・経費増加等による減少要因

を考慮した結果、売上高は前回発表時と同水準に止まりますが、経常利益、当期純利益は前回

発表時より上回る見込みです。 

 

 

（注）業績予想につきましては、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したもの

であり、実際の業績等は、今後様々な要因によって予想値と異なる可能性があります。 

 

 

以 上 


